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研究の対象 2005年 5月～2017年 4月に当院で眼部腫瘍の診察・手術・生検を受けられた方 

利用する試料・情報

の種類 
 
 

■ 診療情報（詳細：外来診療録、入院診療録、手術記録、病理診断報告書 から、

性別、発生時年齢、病理診断時年齢、発生部位、良性・悪性の比率、病理組織

学的診断分類の頻度、治療内容、治療経過、予後（治癒・継続の区別、再発の

有無）を抽出する） 
□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 
□血液 
□その他（ ） 

研究の意義、目的 
 眼科領域の腫瘍には、いろいろな種類があります。発生頻度は比較的低いとされてい

ますがが、視機能に重大な影響を及ぼすことや、悪性で生命予後に関わることもあるた

め、十分な注意が必要です。しかし、知られていないことが多く、眼科専門医も診断・

治療に苦慮することが少なくありません。 

 多くの報告をもとに診断と治療方針を検討しますが、地域や調査年代によって異なる

傾向で報告されているため、あたらしく腫瘍性疾患の発生頻度や傾向を把握することが

とても重要です。なお、道東・道北地域の眼科領域の腫瘍性疾患発生の状況と近年の動

向についての報告は今までありません。そこで、旭川医科大学病院で経験した眼科領域

の腫瘍性疾患について臨床病理学的検討を行います。 

 この研究によって、道東・道北地域の眼部腫瘍性疾患発生の状況と、近年の動向につ

いて把握することが出来ます。また、国内外の既報と比較することで疾患群に対する診

断と治療に重要なあらたな見知を得られることが期待できます。 

研究の方法 
性別、年齢、発生部位、良性・悪性の比率、病理組織学的診断分類の頻度、治療内容と

予後について、診療録をもとに後ろ向きに事例検討します。 

各調査項目は、氏名、住所、電話番号、病院診療録ＩＤなどの個人情報と分離して匿名

化を行います。診療録から抜粋した調査項目は、研究終了後に紙媒体の研究資料はシュ

レッダー処理を行って廃棄、電子データは完全に消去します。 

 
その他  

 
お問い合わせ先  本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

情報公開文書単施設用 



い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

い。 

 また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることは

ありません。 
   

旭川医科大学 医工連携総研講座 特任講師 花田一臣（研究責任者） 

〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東 2条 1丁目 1番 1号 

電話 0166-68-2543（ダイアルイン） 

 
 


